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群馬県の管理

特定計画の下のシャープシューティングによる個体群管理

群馬県の管理

特定計画の下のシャープシューティングによる個体群管理

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

本日、お話しするメニュー

§１．群馬県のカワウの概要

○歴史、生息･被害状況

§２．特定計画の策定

○特定計画の概要

○計画の概要

○策定への経緯

§３．カワウ捕獲実証事業

〇これまでのカワウ対策

〇シャープシューティングの実施
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

群馬県内のカワウの歴史

大正12年 30羽捕獲の記録（狩猟）

（昭和４年以降、捕獲数０が続く）

昭和57年 飛来を確認（２市）

(昭和60年「繁殖記録はなく」と記録）

平成８年 漁協、花火等で追い払い開始

平成９年 営巣確認

平成20年 30市町村で飛来確認

平成26年 群馬県カワウ適正管理計画策定

平成28年 シャープシューティング実施

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

生息状況（その１）

ねぐら・コロニー位置

漁協管轄境界

（4箇所）

（9箇所）

● 主な採食地（29箇所）

ねぐら

コロニー
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

生息状況（その２）

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

被害額と捕食量

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

年間捕食量 194,866 151,276 129,221 162,460 165,679 134,414 151,967 187,442 196,691

年間捕食額 167,446 130,143 116,645 154,584 157,966 125,646 144,821 178,779 187,516
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

特定計画概要説明（その１）

１．計画策定の目的

・内水面漁業被害の軽減

→人とカワウとのあつれき解消を目指す

２．管理の目標

・H29年度の個体数→H18年度の水準へ

（計画期間内に概ね3割減少。）
※H18年度個体数…調査開始後の最小値

・将来的に県内コロニー「ゼロ」が望ましい

・効果の評価→目標再設定…「順応的管理」

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

３．目標達成のための施策

＜ねぐら・コロニー＞

①定着コロニーで個体数増加の抑制・減少

②新規コロニーの除去・ねぐら化

③ねぐらのコロニー化・拡大・新規成立防止

＜採食地（河川湖沼）＞

・追い払い・粗朶等の設置・放流方法etc…

→守るべき時期、箇所、対象を明確にして

＜共通事項＞

モニタリング、情報の共有、順応的管理…

特定計画概要説明（その２）
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

４．個体数調整

＜ねぐら・コロニー＞

・現地の状況を確認

・関係者の合意形成

＜採食地・移動経路＞

・適切な箇所を選定し、実施

５．その他、管理のために必要な事項

・適正管理検討委員会による評価

・関東カワウ広域協議会での情報共有

特定計画概要説明（その３）

の上で実施

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

なぜ特定計画を策定したのか

＜漁業関係者・議会からの要望・要請＞

漁業被害軽減

個体群管理

※背景には、漁協組合員の高齢化・減少→対策の継続性…

カワウ被害増大→釣り客減少→入漁料減少…経営の悪循環

＜他の獣種と同じ扱いに＞

関係者の対策意欲を高める

（指針ではなく、特定計画とした理由）
※すでにシカ・カモシカ・イノシシ・クマ・サルは策定済み

総合的な管理指針等必要
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

計画を策定する上での課題（その１）

＜目標設定＞

◆対象は？ ex)コロニー数、飛来数…

水準は？ ○割減？

その根拠は？

◆それぞれの意見

・「群馬にはいなかった」「外来種」→根絶

・「あつれき解消」の肯定・否定

・被害半減に納得したり、しなかったり etc…

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

最終的に、

・被害軽減

・個体数減少：過去の調査中、最少の水準に

・将来的に県内コロニー「ゼロ」が望ましい

※「当面」として…

・科学的根拠・順応的管理

→検討や見直しを加えて行く

計画を策定する上での課題（その１）
どう解決したか？

当面の目標に
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

＜対策の評価＞

評価のための「指標」づくりが困難

どう解決？

・飛来数調査

・胃内容物調査

・アンケート

＜その他＞

・関係者/機関との体制づくり

・対策実施に係る役割分担

計画を策定する上での課題（その２）

・被害状況把握
・適正管理検討委員会での検証

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

計画に盛り込んだ工夫（その１）

＜情報の収集・共有を柱に＞

「個体数管理」 「被害防除」 「生息環境管理」

と並ぶ対策に

＜関係者が繰り返し顔を合わせる＞

意見や情報を交換、合意形成を図る

「絵に描いた餅」にしないための工夫
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

計画に盛り込んだ工夫（その２）

＜対策実施に係る役割分担＞

それぞれの関係者が行うべき課題を明らかに

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

計画に盛り込んだ工夫（その３）
「カワウ被害及び生息数の相関図」の作成
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

計画に盛り込んだ工夫（その３）～続き～

◆相関図作成の理由

専門家からのアドバイス
・状況の整理
・情報の共有化

具体的には…
・関係するデータを地図へ
・見える化

→意見交換会等で共有

関係者が県全体の状況を把握しやすく

手助けするツール作成

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

※相関図について補足

主要な飛来地・被害額、コロニー・ねぐらの位置と飛来範囲を示し

た相関図は、夏季・冬季の２パターンを作成

７月
12月
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

群馬県におけるカワウ対策

～これまでの取組①～

一斉追い払い営巣抑制（テープ張り）

有害捕獲
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

群馬県におけるカワウ対策

～これまでの取組②～

○有害鳥獣捕獲

○狩猟による捕獲

○学術・調査捕獲

○漁業協同組合対策

・追い払い

・営巣抑制（テープ張り）

etc

シャープシューティングとは

～シカ捕獲実証を例として～

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

●調査による
捕獲適地・適期の絞り込み

●餌付け・爆音機等による慣らし

●出没時間帯の適正化

●捕獲体制，安全確保

●捕獲の実施

警戒心の高い個体の発生を抑制しつつ、

永続可能な高効率の捕獲を実施
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

コロニーにおける散弾銃による捕獲の影響

散弾銃による捕獲 コロニー拡散・被害広域化営巣範囲の移動・拡大

シャープシューティングによるカワウ捕獲

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

～エアライフルによる頭部狙撃～

捕獲に使用した空気銃

ＦＸサイクロン
メーカー：FX AIRGUNS（スウェーデン製）
全長：102.3 cm
銃身長：58.8 cm
重量：約2.7 kg
プレチャージ式（35/20/12 ft.lbs）／5.5ｍｍ 5連発

捕獲個体の被弾痕
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群馬県における生息状況

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

吾妻川

烏川

碓氷川

鏑川
利根川

神流川

赤谷川

片品川

渡良瀬川

千貫沼 （22）

高津戸ダム （194）

下久保ダム （37）

鳴沢湖 （1）

南陽台 （339） 福島橋上流 （0）

真壁調整池 （186）

神水湖 （11）

綾戸ダム （70）

丹生湖 （0）

田代湖 （59）

ねぐら・コロニー状況（平成２８年７月現在調査箇所）

コロニー （数）

ねぐら （数）

凡例

コロニーにおける捕獲

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

吾妻川

烏川

碓氷川

鏑川
利根川

神流川

赤谷川

片品川

渡良瀬川

高津戸ダム （５８０）

南陽台 （４９１）

真壁調整池 （１４９）
田代湖 （４２）

２箇所のコロニーでシャープシューティングを実施

（ ）内は平成２７年７月現在
のコロニー数
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シャープシューティングの体制（その１）

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

捕獲区域内の立入制限

シャープシューティングの体制（その２）

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

緊急時連絡体系

周辺住民への周知（広報・回覧）
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シャープシューティングの射撃パターン

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

シャープシューティングの実行手順

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

ミーティング・人員配置

狙撃・情報交換

記録・捕殺

回収

解剖・献体回収

収集・処分

消毒・撤収
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シャープシューティングの実施結果（その１）

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

シャープシューティングの実施結果（その２）

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

シャープシューティングの成果と課題（その１）

～次期繁殖期における捕獲に向けて～

〇高い捕獲効率 一定の成果

〇警戒心の高まり 今後の捕獲効率への懸念

・繁殖状態による捕獲効率の差 → 調査に基づく捕獲適期の絞り込み

・捕獲に伴う警戒心の高まり → カワウの動向の把握、人への慣らし

・ねぐら利用密度による相互警戒 → ねぐら止まり木（竹）の除去

・射撃障害物による捕獲制約 → 障害となる立木竹の除去（特に竹による跳弾）

・射手移動に伴うカワウの飛散 → 狙撃場所、移動経路の整備

平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

〇射手の育成 広域的かつ迅速な対応が可能な体制づくり

・カワウ生態の知識 → 研修・観察
・高い射撃技能 → 射撃訓練
・観察､判断､記録 → 実習の実施
・高性能空気銃 → 他事業への汎用性の拡大

〇情報収集体制の整備 広域的な状況把握が可能な体制づくり

・漁協､市町村､県 → 情報の一元化・共有化
・収集する情報 → 飛来・繁殖・ねぐら・新たなコロニーなど

シャープシューティングの成果と課題（その２）

～次期繁殖期における捕獲に向けて～
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平成28年度カワウ上級研修会 STOP!! 鳥獣被害
群馬県鳥獣被害対策支援センター

ありがとうございました。


